
牡丹園の芍薬【7月 3日】

02　運動会
03　マチの伝言板
05　運動教室通信
06　行政報告
07　町民カレンダー

08　病院だより　
09　こんにちは保健師です
10　マチの話題
12　ひとのうごき

今月の内容

8
2026
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北

海

道

警

察

官

募

集

■
令
和
８
年
度
︵
第
２
回
︶
北
海
道

警
察
官
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

～
﹁
道
民
と
と
も
に　

道
民
の
た
め

に
﹂
～

︽
試
験
概
要
︾

⑴
採
用
予
定
人
数
︓
２
５
０
名
程
度

男
性
Ａ
区
分
︓
40
名
程
度

男
性
Ｂ
区
分
︓
１
４
０
名
程
度

女
性
Ａ
区
分
︓
20
名
程
度

女
性
Ｂ
区
分
︓
50
名
程
度

⑵
受
験
資
格

・
学
歴

Ａ
区
分
︓
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
︵
短
期
大
学
を
除
く
︶
等
を

卒
業
し
た
者
︵
令
和
９
年
３
月
末

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
を
含

む
︶
※
高
度
専
門
士
の
称
号
を
取

得
又
は
令
和
９
年
３
月
末
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
者
を
含
む

Ｂ
区
分
︓
Ａ
区
分
以
外
の
者

・
年
齢

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

︵
令
和
９
年
４
月
１
日
現
在
で
18

歳
以
上
35
歳
以
下
︶

⑶
受
付
期
間
︓
７
月
１
日
︵
水
︶
か

ら
８
月
14
日
︵
金
︶
17
時
ま
で

︽
北
海
道
警
察
の
魅
力
︾

⑴
﹁
道
民
と
と
も
に　

道
民
の
た
め

に
﹂
警
察
官
の
仕
事
は
︑
交
番
勤
務

や
犯
罪
捜
査
︑
防
犯
活
動
︑
交
通
指

導
取
締
︑
災
害
救
助
等
多
岐
に
渡
り

ま
す
︒
上
司
や
同
僚
︑
部
下
等
の
仲

間
と
共
に
︑
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て

仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

⑵
﹁
Ｏ
Ｎ
︑
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
あ
る
職
場
︕

仕
事
も
私
生
活
も
充
実
︕
﹂
仕
事
の

や
り
が
い
は
も
ち
ろ
ん
︑
北
海
道
警

察
は
私
生
活
も
大
切
に
す
る
組
織
で

す
︒
休
暇
や
給
料
︑
育
児
や
介
護
と

の
両
立
等
︑
私
生
活
も
充
実
さ
せ
た

い
方
に
と
っ
て
魅
力
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
︒

︽
説
明
会
等
に
つ
い
て
︾

﹁
ま
ず
は
北
海
道
警
察
に
つ
い
て
知

ろ
う
﹂
北
海
道
警
察
で
は
︑
各
種
説

明
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
︒
ま
ず
は
︑
説
明
会
等
に
参
加
し

て
︑
北
海
道
警
察
に
つ
い
て
知
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
︒
説
明
会
等

の
案
内
は
︑
北
海
道
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
採
用
セ
ン
タ
ー
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
御
覧
く
だ
さ
い
︒

　

北
留
萌
消
防
組
合
で
は
︑
令
和
９

年
度
︵
新
規
︶
採
用
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
︒

北
留
萌
消
防
組
合

採
用
資
格
試
験

︽
試
験
区
分
︾
新
規
採
用
︵
一
般
消

防
職
員
及
び
救
急
救
命
士
︶

︽
受
験
資
格
︾

・
一
般
消
防
職
員
︓
︻
年
齢
︼
昭
和

61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
︑︻
学
歴
︼
高
等
学
校
卒
業
︵
専

門
学
校
・
短
大
・
大
学
卒
業
︶

・
救
急
救
命
士
資
格
取
得
者
又
は
取

得
見
込
み
者
︓
︻
年
齢
︼
昭
和
61
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
︑︻
資

格
︼
救
命
士
資
格

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
︑
地
方

公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
者
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
︒

※
別
途
︑
身
体
要
件
が
あ
り
ま
す
︒

︽
受
付
期
間
︾
６
月
11
日
︵
木
︶
～
７

月
31
日
︵
金
︶　
※
郵
送
で
応
募
す
る

場
合
は
７
月
31
日
の
消
印
ま
で
有
効

︽
試
験
日
時
︾
８
月
25
日
︵
火
︶

・
一
般
消
防
職
員
︓
９
時
30
分
～
17

時
30
分

・
救
急
救
命
士
資
格
取
得
者
︓
11
時

～
17
時
30
分

︽
試
験
会
場
︾
北
留
萌
消
防
組
合
消

防
本
部
︵
羽
幌
町
南
５
条
４
丁
目
６

番
地
︶

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

・
北
留
萌
消
防
組
合
消
防
本
部
︵
羽

幌
町
南
５
条
４
丁
目
６
番
地
︶

☎
０
１
６
４
︵
６
２
︶
１
２
２
０

・
北
留
萌
消
防
組
合
消
防
署
庶
務
課

︵
羽
幌
町
南
５
条
４
丁
目
６
番
地
︶

　

天
塩
川
下
流
域
の
河
川
工
事
に

よ
り
生
じ
た
樹
木
を
無
償
提
供
し

ま
す
︒
使
用
用
途
は
限
定
し
ま
せ

ん
︒
詳
細
は
幌
延
河
川
事
務
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵https://w

w
w

.hkd.
m

lit.go.jp
/rm

/horonobe_
kasen/f6h4sv0000000xye.
htm

l

︶
を
ご
確
認
の
上
︑
幌
延
河

川
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
︒

︽
応
募
期
間
︾
９
月
１
日
︵
火
︶
ま
で

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

幌
延
河
川
事
務
所
河
川
課

☎
０
１
６
３
２
︵
５
︶
１
２
３
１

河
川
で
発
生
し
た

樹
木
を
配
布
し
ま
す

☎
０
１
６
４
︵
６
２
︶
１
２
４
６

・
北
留
萌
消
防
組
合
消
防
署
天
塩
支

所︵
天
塩
町
海
岸
通
５
丁
目
50
番
地
︶

☎
０
１
６
３
２
︵
２
︶
１
５
６
０

・
北
留
萌
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.kitarum

oi.com
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9月号へ掲載を

希望する方は、

8月12日（水）
までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

　

８
月
は
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

強
調
月
間
で
す
︒
道
で
は
︑
北
方
領

土
問
題
の
解
決
に
向
け
て
さ
ら
な
る

道
民
世
論
の
結
集
を
図
り
︑
国
の
外

交
交
渉
を
積
極
的
に
後
押
し
す
る
た

め
︑
旧
ソ
連
が
独
占
を
開
始
し
た
８

月
を
﹁
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
強

調
月
間
﹂
と
し
て
︑
道
・
市
町
村
及

び
関
係
団
体
が
相
互
に
連
携
し
︑
重

点
的
に
返
還
要
求
を
実
施
し
ま
す
︒

　

次
の
日
程
か
ら
役
場
庁
舎
１
階
に

北
方
領
土
返
還
要
署
名
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
ま
す
の
で
︑
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

︽
日
程
︾
８
月
１
日
︵
土
︶
～
８
月

31
日
︵
月
︶

︽
実
施
主
体
︾北
海
道
︑市
町
村
︑︵
独
︶

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
︑︵
公
︶

北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
︑︵
公
︶

千
島
歯
舞
諸
島
居
住
者
連
盟
︑︵
公
︶

日
本
青
年
会
議
所
北
海
道
地
区
協
議

会

　
﹁
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
﹂
制
度

と
は
︑
道
の
機
関
が
行
っ
た
業
務
に

関
す
る
苦
情
を
︑
皆
さ
ん
に
代
わ
っ

て
︑
苦
情
審
査
委
員
が
公
平
で
中
立

な
立
場
か
ら
審
査
す
る
制
度
で
す
︒

　

皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る
苦

情
で
あ
れ
ば
苦
情
審
査
委
員
に
申
し

立
て
が
で
き
ま
す
︒

　

審
査
の
結
果
︑
道
の
業
務
に
不
備

な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と
き

は
︑
道
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求

め
ま
す
︒

　

個
人
情
報
の
保
護
に
も
配
慮
し
ま

す
︒

　

申
立
書
は
窓
口
へ
持
参
す
る
ほ

か
︑
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
︵
電
話
や
匿
名

で
の
申
し
立
て
は
受
け
付
け
て
お
り

ま
せ
ん
︶︒

◆
窓
口
・
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

・
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政

相
談
セ
ン
タ
ー

〒
０
６
０
-８
５
８
８　

札
幌
市
中

央
区
北
３
条
西
６
丁
目

FAX
０
１
１
︵
２
４
１
︶
８
１
８
１

✉

ku
jyou

.kou
eki@

pref.
hokkaido.lg.jp

８
月
は
北
方
領
土
返
還

要
求
強
調
期
間
で
す

北
海
道
苦
情
審
査

委
員
制
度
の
ご
案
内

登
記
手
続
案
内
の

完
全
予
約
制
に
つ
い
て

日
本
青
年
会
議
所
北
海
道
地
区
協
議

　

法
務
局
に
お
け
る
不
動
産
登
記
申
請

に
関
す
る
手
続
案
内
︵
対
面
に
よ
る
相

談
対
応
︶
に
つ
い
て
は
︑
完
全
予
約
制

を
導
入
し
て
お
り
︑
旭
川
地
方
法
務
局

稚
内
支
局
に
お
け
る
手
続
案
内
に
つ
い

て
は
︑
毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日
︵
９
時

か
ら
11
時
30
分
ま
で
及
び
14
時
か
ら

16
時
30
分
ま
で
︶
に
対
応
し
て
お
り
ま

す
︒

　

当
支
局
で
の
不
動
産
登
記
︵
所
有
権

移
転
・
抵
当
権
抹
消
登
記
等
︶
の
申
請

書
類
の
記
載
事
項
や
必
要
書
類
の
一
般

的
な
説
明
を
希
望
さ
れ
る
お
客
様
は
︑

事
前
に
電
話
等
に
よ
り
予
約
の
上
︑
来

庁
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

　
な
お
︑
予
約
さ
れ
ず
に
来
庁
さ
れ
た

場
合
︑
対
応
で
き
る
職
員
が
不
在
の
た

め
︑
対
応
を
お
断
り
し
て
お
り
ま
す
︒

　
ま
た
︑
旭
川
地
方
法
務
局
で
は
︑
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し

た
ウ
ェ
ブ
登
記
手
続
案
内
を
実
施
し
て

い
ま
す
︒
ご
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
︑

当
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
︒

◆
登
記
手
続
案
内
予
約
連
絡
先
◆

・
旭
川
地
方
法
務
局
稚
内
支
局

☎
０
１
６
２
︵
３
３
︶
１
１
２
２

・
旭
川
地
方
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発

推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
︑
ア
イ
ヌ
の

方
々
の
悩
み
を
お
受
け
す
る
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
︒
嫌

が
ら
せ
︑
差
別
︑
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
な
ど
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
︒

　

本
相
談
事
業
は
︑
公
益
財
団
法
人

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
︑

厚
生
労
働
省
生
活
相
談
充
実
事
業
に

よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
︒

︽
相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
︾

☎
０
１
２
０
︵
７
７
１
︶
２
０
８

受
付
時
間
︓
平
日
９
時
～
17
時
︵
た

だ
し
︑
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除

き
ま
す
︶

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発
推
進

セ
ン
タ
ー

〒
１
０
５
-０
０
１
２　

東
京
都
港
区

ア
イ
ヌ
の
方
々
の

相
談
電
話
が
あ
り
ま
す

︵
ウ
ェ
ブ
登
記
手
続
案
内
︶

h
ttp

s://h
o

u
m

u
k

y
o

k
u

.
m

o
j.g

o.jp
/a

sah
ik

a
w

a
/

page000001_00299.htm
l

芝
大
門
２-

10-

12
Ｋ
Ｄ
Ｘ
芝
大
門

ビ
ル
４
階
︶

FAX
０
３
︵
５
７
７
７
︶
１
８
０
３
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　2026 年は十勝岳で大正泥流が発生して 100
年を迎える節目の年です。1926（大正 15）年 5
月24日に十勝岳が噴火し、高温の岩屑（がんせつ）
なだれが残雪を融かし、融雪型火山泥流が発生し
ました。泥流は富良野川と美瑛川を流下、発生か
ら 25 分余りで山麓に到達。多くの住民が巻き込
まれ、死者・行方不明 144 名、負傷者約 200 名
と甚大な被害をもたらしました。今年は、その大
正泥流から 100 年を迎えるということで、関係
各機関で「語り継ぐ」ための活動が行われていま
す。旭川地方気象台の取組として特設サイト作成
しました。大正泥流の被害、そして火山防災につ
いてご覧いただくことができます。

《「十勝岳 大正泥流から 100 年」
特設サイト》　

https://www.data.jma.go.jp/

　2026 年に入り十勝岳は火山活動が高まってお
ります。6 月 18 日には噴火警報を発表し警戒レ
ベルを「噴火警戒レベル２（火口周辺規制）」へ
引き上げました。実際に噴火は発生していません

大正泥流から 100 年

が、62-2 火口から概ね 1.5 ｋｍの範囲に影響を
及ぼす噴火が発生する可能性があります。地元自
治体などの指示に従って危険な地域へは立ち入ら
ないでください。また、火山活動は短期間で変化
することがあります。火山活動の情報は最新のも
のをご参照ください。
　また、積雪期には大正泥流のような「融雪型火
山泥流」が発生する恐れがあります。最新の火山
に関する情報の確認と合わせ、日ごろから避難所
の確認や非常持ち出し袋の準備など、災害への備
えをお願いいたします。特に冬季において避難経
路や非常時に必要なものが夏季を変わるため、季
節に合わせて見直しをすることも重要です。

《参考資料︓火山活動の状況（十勝岳）》
https://www.data.jma.go.jp/vois /data/
report/activity_info/108.html
asahikawa/shosai/kazan/taisholahar100.
html

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台
☎０１６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/
asahikawa/index.html

　水中では腰や膝などの負担
が軽減され、不安なく運動で
きます。消費カロリーも高く、
ダイエットや体力づくりには
最適です。バスの定員があり
ますので、事前にお申込みく
ださい。

《行程》18:20 天塩町役場出発→ 18:45 幌延町民プール着→ 19:00 水中ウォーキング開始
→ 19:40 水中ウォーキング終了→ 20:00 幌延町民プール出発→ 20:25 天塩町役場着

《日程》① 7 月 27 日（月）　② 8 月 3 日（月）　③ 8 月 17 日（月）　④ 8 月 24 日（月）

◆お申し込み・お問い合わせ◆
ファミリースポーツセンター☎ 2-1873 もしくは右の QR コードからお願いします。

《主催》天塩町教育委員会　《協力》天塩町スポーツ協会　《主管》（一社）天塩スポーツ健康づくりラボ
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■
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
の
活
用

　

地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
は
︑
都
市
圏

の
人
材
の
専
門
性
を
活
用
し
て
地
域
課
題

の
解
決
に
結
び
つ
け
る
制
度
で
あ
り
︑
人

口
減
少
や
人
材
不
足
︑
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

対
応
な
ど
︑
自
治
体
だ
け
で
は
解
決
す
る

こ
と
が
困
難
な
課
題
に
対
し
て
︑
民
間
な

ら
で
は
の
発
想
や
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
取
り
入
れ
︑
よ
り
効
果
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
︒

　

本
町
で
は
︑
今
年
度
よ
り
︑
天
塩
町
地

域
活
性
化
起
業
人
と
し
て
デ
ー
タ
利
活
用

戦
略
や
デ
ジ
タ
ル
化
︑
地
方
自
治
体
で
の

業
務
効
率
化
な
ど
の
分
野
に
豊
富
な
経
験

を
持
つ
﹁
業
務
効
率
化
Ｄ
Ｘ
推
進
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
﹂
を
お
迎
え
し
て
お
り
ま
す
︒
こ

の
取
組
み
は
︑﹁
役
場
の
組
織
力
﹂
と
﹁
住

民
サ
ー
ビ
ス
﹂
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も

に
︑
新
た
な
人
材
を
呼
込
む
こ
と
で
︑
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
す
︒

　

先
月
は
︑若
手
職
員
を
中
心
と
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
︑
業
務
最

適
化
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
︑
業
務
課

題
の
洗
出
し
を
行
い
ま
し
た
︒
ま
ず
は
︑

役
場
の
業
務
改
革
に
向
け
て
一
歩
一
歩
継

続
的
な
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
︒

　

本
町
で
は
初
め
て
の
制
度
活
用
と
な
り

ま
す
が
︑
住
民
サ
ー
ビ
ス
及
び
満
足
度
の

向
上
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
て
︑
職
員
と
と
も
に
新
た
な
挑
戦
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

■
シ
ン
・
ラ
イ
ダ
ー
ハ
ウ
ス
の
開
設

　

年
度
当
初
よ
り
鏡
沼
海
浜
公
園
に
て
整

備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た﹁
シ
ン・ラ
イ
ダ
ー

ハ
ウ
ス
﹂
が
５
月
に
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し

た
︒
本
施
設
の
整
備
に
あ
た
り
︑
地
域
貢
献

に
よ
る
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
︑
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
︑

改
め
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

こ
の
施
設
は
︑
旧
鏡
沼
海
浜
公
園
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
有
効
活
用
し
︑
ラ
イ

ダ
ー
ハ
ウ
ス
と
し
て
転
換
し
た
観
光
施
設

で
あ
り
︑
近
年
増
加
す
る
ツ
ー
リ
ン
グ
の

受
入
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
︒
内
装
は
︑
バ
イ
ク
や
自

転
車
を
屋
内
に
保
管
で
き
︑
天
候
を
気
に

す
る
こ
と
な
く
個
室
で
安
心
し
て
休
息
を

と
れ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
︒

　

本
町
は
︑
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
沿
線
で
多

く
の
ラ
イ
ダ
ー
が
訪
れ
る
地
域
で
あ
り
ま

す
こ
と
か
ら
︑
シ
ン
・
ラ
イ
ダ
ー
ハ
ウ
ス
の

整
備
に
よ
っ
て
︑
観
光
滞
在
時
間
の
増
加

や
交
流
人
口
の
拡
大
︑
さ
ら
に
は
地
域
経

済
の
活
性
化
と
観
光
誘
客
の
創
出
に
つ
な

が
る
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
︒

　

オ
ー
プ
ン
後
１
ヵ
月
と
な
る
５
月
末
時

点
で
は
︑
42
人
の
観
光
客
に
ご
利
用
を
い

た
だ
い
て
お
り
︑
順
調
な
滑
り
出
し
と
な
っ

て
い
ま
す
︒
今
後
に
お
き
ま
し
て
は
︑
よ
り

良
い
観
光
施
設
と
な
る
よ
う
︑
利
用
者
目

線
に
立
っ
た
施
設
運
営
に
努
め
る
と
と
も

に
︑
観
光
振
興
及
び
交
流
人
口
拡
大
に
向

け
た
取
組
み
を
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
︒

■
幌
延
海
岸
浜
里
地
区
の
海
岸
侵
食
の
対

策
状
況

　

令
和
４
年
４
月
に
確
認
さ
れ
ま
し
た﹁
天

塩
川
河
口
右
岸
﹂
の
海
岸
侵
食
に
お
き
ま

し
て
は
︑
北
海
道
開
発
局
︑
北
海
道
宗
谷

総
合
振
興
局
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
の

も
と
︑
大
型
土
嚢
の
設
置
に
よ
る
河
川
管

理
用
通
路
の
防
護
及
び
砂
嘴
の
決
壊
防
止

対
策
と
︑
仮
設
消
波
堤
の
設
置
に
よ
る
海

岸
侵
食
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
︑
海
岸
区
域
で
あ
り

ま
す
幌
延
町
と
の
協
議
を
行
い
︑
海
岸
侵
食

対
策
に
つ
き
ま
し
て
︑
国
や
北
海
道
へ
の
継
続

し
た
要
望
活
動
を
実
施
し
て
る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

し
か
し
︑
昨
年
７
月
に
は
︑
対
策
箇
所
北

側
に
て
海
岸
侵
食
の
拡
大
が
確
認
さ
れ
る
な

ど
︑
注
視
が
必
要
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
︒
現
在
は
︑
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
尽
力

に
よ
っ
て
︑
侵
食
箇
所
の
復
旧
と
対
策
が
施

さ
れ
て
お
り
︑
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
︒
海
岸
侵
食

に
よ
り
砂
嘴
が
決
壊
し
た
場
合
︑
河
川
管
理

用
通
路
の
変
状
や
汽
水
域
の
変
容
に
よ
る
漁

場
や
漁
業
資
源
︑
特
に
シ
ジ
ミ
資
源
へ
の
悪

影
響
が
大
い
に
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
︒

ま
た
︑
国
土
保
全
の
観
点
か
ら
も
抜
本
的
な

侵
食
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
こ
と
か
ら
︑
本
町
と
幌
延
町
︑
北
る
も

い
漁
業
協
同
組
合
の
三
者
が
連
携
し
た
北
海

道
へ
の
要
望
活
動
を
新
た
に
開
始
し
た
と
こ

ろ
で
す
︒
従
前
よ
り
要
望
し
て
お
り
ま
す
継

続
し
た
海
岸
侵
食
対
策
と
関
係
機
関
と
の

連
携
強
化
に
加
え
︑
北
る
も
い
漁
業
協
同
組

合
と
も
連
携
し
な
が
ら
︑
抜
本
的
な
侵
食
対

策
に
つ
い
て
︑
北
海
道
へ
強
く
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
︒

■
一
般
国
道
40
号
︵
北
海
道
縦
貫
自
動
車

道
︶
中
川
天
塩
道
路
の
事
業
化

　

一
般
国
道
40
号
︵
北
海
道
縦
貫
自
動
車

道
︶
中
川
天
塩
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
︑

令
和
４
年
度
よ
り
本
区
間
の
計
画
段
階
評

価
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
︑
国
土
交

通
省
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会

の
審
議
を
経
て
︑
令
和
８
年
度
新
規
事
業

化
と
な
り
ま
し
た
︒
各
種
期
成
会
や
関
係

者
が
一
丸
と
な
っ
て
事
業
化
に
向
け
た
取

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
こ
と
︑
地
域
皆

様
に
お
き
ま
し
て
も
︑
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
地
域
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
多
大
な
る
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
︑
こ
れ
ま
で
の
お
力

添
え
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

本
道
路
は
︑
昨
年
度
開
通
し
ま
し
た
音

威
子
府
村
と
中
川
町
を
結
ぶ
﹁
音
中
道
路
﹂

と
一
体
と
な
っ
て
︑
道
北
地
域
の
高
規
格
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
繋
ぐ
延
長
20
．７
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
重
要
な
区
間
で
あ
り
︑
当
該
区

間
の
整
備
に
よ
り
﹁
高
次
医
療
施
設
へ
の
速

達
性
向
上
に
よ
る
地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
レ

ベ
ル
の
向
上
を
支
援
﹂﹁
速
達
性
・
安
全
性

の
高
い
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
︑
物

流
の
効
率
化
や
地
域
の
産
業
振
興
を
支
援
﹂

﹁
災
害
リ
ス
ク
の
回
避
に
よ
り
災
害
発
生
時

の
道
路
機
能
を
確
保
﹂
と
い
っ
た
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
︒
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
計
画

位
置
と
し
ま
し
て
は
︑
仮
称
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
︑
下
国
根
府
と
雄
信
内
の
２
か
所
が

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
︒
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

へ
の
ア
ク
セ
ス
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
関
係

機
関
と
協
議・要
望
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
︒

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
︑
一
般
国
道
40
号

︵
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
︶
中
川
天
塩
道
路

の
整
備
促
進
に
向
け
た
要
望
活
動
に
注
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
︑
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

■
地
方
創
生
伴
走
支
援
の
活
用
状
況

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
︑
総
務
省
︑
農

林
水
産
省
及
び
財
務
省
に
所
属
す
る
３
名

の
地
方
創
生
支
援
官
か
ら
地
方
創
生
施
策

の
立
案
に
対
す
る
支
援
を
受
け
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
︒
令
和
７
年
度
は﹁
酪
農
振
興
﹂

に
焦
点
を
当
て
︑
持
続
可
能
な
酪
農
を
目

指
す
事
業
﹁
天
塩
版
新
規
就
農
エ
コ
シ
ス

テ
ム
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
実
施
計
画
書

を
国
へ
提
出
し
た
と
こ
ろ
︑
令
和
８
年
度

地
域
未
来
交
付
金
事
業
と
し
て
事
業
採
択

に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　

原
則
１
年
間
の
伴
走
支
援
制
度
で
は
ご

ざ
い
ま
し
た
が
︑
本
制
度
の
継
続
に
つ
い

て
希
望
し
た
と
こ
ろ
︑
令
和
８
年
度
も
引

き
続
き
︑
伴
走
支
援
を
受
け
ら
れ
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
︒本
年
に
お
き
ま
し
て
は
︑

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
含
む
地
場
産
業
振

興
な
ど
︑
新
た
な
分
野
に
対
す
る
支
援
を

い
た
だ
く
予
定
で
す
︒
地
方
創
生
支
援
官

の
知
見
を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
︑
地
域

課
題
の
解
決
と
地
方
創
生
の
推
進
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
︒

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
着
任
状
況

　

本
町
で
は
︑
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域

力
の
創
造
を
目
的
と
し
て
︑
従
前
よ
り
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
積
極
的
に
活
用

し
て
お
り
ま
す
︒

　

令
和
７
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
︑文
化
・

歴
史
の
分
野
で
２
名
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
着
任
し
︑
天
塩
川
歴
史
資
料
館
の
活

性
化
や
利
活
用
促
進
︑
地
域
へ
の
生
涯
学

習
支
援
な
ど
︑
学
芸
員
的
活
動
に
尽
力
し

て
お
り
ま
す
︒

　

令
和
８
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
︑
地
域

の
情
報
発
信
や
映
像
制
作
の
分
野
で
１
名
︑

酪
農
振
興
や
新
規
就
農
支
援
の
分
野
で
１

名
︑
フ
リ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
︑
水
産
関
係
の
分
野
で
１
名
の
計3

名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
着
任
し
て
お

り
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
専
門
ス
キ
ル
を

活
か
し
た
活
動
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
現
在
２
名
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
内
定
者
が
お
り
︑
本
年
夏
ご
ろ
を
目

途
に
着
任
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
︒

　

本
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
︑
着
任
済

５
名
と
着
任
予
定
２
名
の
計
７
名
の
体
制
と

な
る
見
込
み
で
す
︒
隊
員
一
人
ひ
と
り
の
活

動
を
支
援
し
な
が
ら
︑
地
域
へ
の
溶
け
込
み

と
関
係
人
口
の
創
出
︑
地
域
の
活
動
人
口
の

拡
大
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
と

と
も
に
︑
本
町
が
抱
え
る
様
々
な
地
域
課
題

に
対
応
す
る
た
め
︑
引
き
続
き
︑
地
域
お
こ

し
協
力
隊
募
集
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
︑
多
様
な
人
材
の
確
保
と
受
入
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
︒
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日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等
衣類等

生ごみ
ペットのふん 農村地区 休み

7月 26 27 28 29 30 318 月 1
●ビアガーデン×北
都プロレス
［ 役 場 駐 車 場 ］
●運転免許更新時講習
［豊富町定住支援セン
ターふらっときた］
・ 優良　13 時
・ 一般　14 時
・ 違反　15 時 30 分

2 3 4 5 6 7 8
☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

● 8 月粗大ごみ収集
申し込み締切日
☆いきいきサロン・
サロン縁日
［社会福祉会館］

10 時～ 12 時

●母子寡婦会バス停
サロン ・ 夏休みイベ
ント
［6丁目バスターミナル］

●8 月粗大ごみ収集日 ● Te to Te+
［天塩こもれびの森］

9 10 《山の日》 11《町内回覧日》 12 13 14 15
+ 糖尿病内科外来 ●天塩町戦没者追悼式

［ 社 会 福 祉 会 館 ］
・受付　10 時 30 分
・開式　11 時

●こども盆踊り ●こども盆踊り＆
仮装盆踊り

●雄信内夏まつり

16 17 18 19 20 21 22
○たのしい化石教室

［ 社 会 福 祉 会 館 ］
10 時 30 分～

☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

○小・中学校始業式 ☆はまなす学園大学
○託児の日

23 24 25 《町内回覧日》 26 27 28 29
+ 産婦人科外来 + 小児科外来

○ 1 歳 6 ヵ月健診
○ 3 歳児健診

9 時～
○乳児健診

9 時 10 分～

●河川公園ジョギン
グ大会

［天塩川河川公園］
・受付　9 時

30 31 9 月 1 2 3 4 5
+ 眼科外来 ●天塩町防災訓練

（予定）

令和 8 年 令和 8 年   　  　月月８８
・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・8 月の回覧日は 12 日と 26 日です。
・あいあいクラブ ･･･ こども園▶火～木、雄信内▶月

夏休みラジオ体操会［ミレニアムパーク］
8 月1日～10日　6:40～7:00



病院だより

◆お問い合せ先◆　天塩町立国民健康保険病院　☎（2）1058
8

No.114

オンラインHDFについて

　

当
院
で
は
２
０
２
６
年
１
月
よ
り
︑
す

べ
て
の
透
析
装
置
で
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｈ
Ｄ
Ｆ

︵
オ
ン
ラ
イ
ン
血
液
透
析
ろ
過
︶
を
実
施

で
き
る
体
制
と
な
り
ま
し
た
︒
今
回
は
オ

ン
ラ
イ
ン
Ｈ
Ｄ
Ｆ
と
通
常
の
血
液
透
析
と

の
違
い
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
︒

　

血
液
透
析
と
は
腎
臓
の
働
き
を
補
う
治

療
で
す
︒
血
液
を
体
の
外
へ
取
り
出
し
︑

透
析
器
を
通
し
て
血
液
中
の
た
ま
っ
た
老

廃
物
や
余
分
な
水
分
を
取
り
除
い
て
か
ら

体
内
へ
戻
し
ま
す
︒

　

オ
ン
ラ
イ
ン
Ｈ
Ｄ
Ｆ
は
︑
通
常
の
血
液

透
析
で
行
わ
れ
る
老
廃
物
の
除
去
に
加
え

﹁
ろ
過
﹂
と
い
う
仕
組
み
を
利
用
す
る
こ

と
で
︑
よ
り
幅
広
い
老
廃
物
を
取
り
除
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
︒
ま
た
︑
当
院
で

は
﹁
前
希
釈
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｈ
Ｄ
Ｆ
﹂
と
い

う
方
法
を
採
用
し
て
い
ま
す
︒
こ
れ
は
︑

透
析
器
に
血
液
が
入
る
前
に
清
潔
に
管
理

さ
れ
た
透
析
液
を
加
え
て
治
療
を
行
う
方

法
で
︑
血
液
へ
の
負
担
を
抑
え
な
が
ら
治

療
を
行
い
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
︒
そ

し
て
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｈ
Ｄ
Ｆ
で
は
治
療
中

に
補
充
す
る
透
析
液
の
量
も
重
要
で
す
︒

適
切
な
量
を
確
保
す
る
こ
と
で
老
廃
物
を

よ
り
効
率
よ
く
取
り
除
く
こ
と
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
︒
患
者
さ
ん
に

よ
っ
て
は
透
析
中
の
体
の
だ
る
さ
︑
か
ゆ

み
の
軽
減
︑
透
析
後
の
体
調
改
善
な
ど
が

期
待
さ
れ
ま
す
︒
た
だ
し
︑
効
果
に
は
個

人
差
が
あ
り
治
療
内
容
は
患
者
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
状
態
に
合
わ
せ
て
調
整
し
て
い

ま
す
︒

　

当
院
で
は
今
後
も
医
師
・
看
護
師
・
臨

床
工
学
技
士
が
連
携
し
︑
安
全
で
安
心
な

透
析
医
療
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
︒

︵
文
責
︓
臨
床
工
学
技
士　

田
村　

健
博
︶

透析器

血液透析ってどんな治療？

よごれた
血液

きれいな
血液

拡散
主に小さな老廃物や

余分な水分を除去

水分と一緒に

大きな老廃物を除去

ろ過

通常の血液透析（HD）通常の血液透析（HD）

オンライン HDFオンライン HDF
「拡散」に「ろ過」の力を加えて、より幅広い老廃物を取り除く

　血液を体の外に取り出し、透析器（人工腎臓）で
きれいにして、体に戻す治療です。
　腎臓の働きを補う治療で、定期的に行うことで、体にたまった
老廃物や余分な水分を取り除き、体の状態を整えます。

①専用の針を使って
　血液を体の外へ
　取り出します。

②透析器を通して、
　血液の中の老廃物や
　余分な水分を
　取り除きます。

③きれいになった
　血液を体に戻します。

～オンラインＨＤＦの２つの方法～

よごれた
血液

透析液
血液が透析器に入る前に、
きれいな透析液を加えて
血液に水分を補充します。

前
希
釈

きれいな
血液

透析器を通った後の血液に
きれいな透析液を加えて
血液に水分を補充します。

後
希
釈

透析液

オンラインＨＤＦで期待される効果

透析中の
血圧低下や
だるさの軽減

※すべての方に同じ効果が得られるわけではありません。
※治療方法や条件は、患者さん一人ひとりの状態に合わせて調整しています。

透析後の
体調改善

かゆみの
軽減

老廃物の
除去高率の

向上

町立病院では
こちらの方法を採用



こんにちは保健師です

9
◆お問い合せ先◆　福祉課ふれあい係　☎（2）1728

　

皆
さ
ん
は
︑
１
年
に
１
回
の
健
康
診
断

を
受
け
て
い
ま
す
か
︖

　
﹁
毎
年
受
け
て
い
る
﹂
と
い
う
方
も
い

れ
ば
︑﹁
忙
し
く
て
つ
い
後
回
し
に
︙
﹂﹁
病

院
に
行
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
﹂
と
い
う

方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

　

天
塩
町
の
国
保
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
と

こ
ろ
︑
健
診
を
受
け
た
人
・
受
け
な
い
人

で
は
︑
一
人
あ
た
り
の
生
活
習
慣
病
医
療

費
︵
推
計
︶
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
︒

　

皆
さ
ん
は
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
︑
人
工

透
析
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
︑
ど
れ
ほ
ど

の
医
療
費
が
か
か
る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
︒

　

健
康
診
断
は
︑
病
気
を
﹁
見
つ
け
る
﹂

だ
け
で
な
く
︑
今
の
生
活
習
慣
を
﹁
見
直

す
﹂
大
切
な
き
っ
か
け
で
す
︒

「症状が出る前」の健康診断が、
　　　　　あなたの未来と家計を守る！

　

健
診
を
受
け
な
い
方
は
︑
受
け
た
方
に

比
べ
︑
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
が
約
５
倍

以
上
か
か
っ
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
︒

※生活習慣病医療費総額を各対象数で除した数値
（出典︓KDB システム）

健
康
診
断
、
受
け
て
る
？

「
自
分
は
大
丈
夫
」
が

家
計
の
大
き
な
負
担
に
！

　

大
き
な
病
気
を
発
症
す
る
と
︑
多
額
の

医
療
費
が
か
か
り
ま
す
︒

　

日
本
の
公
的
医
療
保
険
制
度
に
は
﹁
高

額
療
養
費
制
度
﹂
が
あ
り
︑
個
人
の
支
払

額
は
所
得
に
応
じ
て
上
限
が
設
け
ら
れ
て

い
る
た
め
上
記
の
金
額
を
支
払
う
こ
と
あ

り
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑
自
己
負
担
以
外
の

医
療
費
は
︑
す
べ
て
私
た
ち
の
﹁
税
金
﹂

や
﹁
保
険
料
﹂
か
ら
賄
わ
れ
て
い
ま
す
︒

　

つ
ま
り
︑
病
気
が
進
行
し
て
か
ら
治
療

す
る
と
い
う
こ
と
は
︑
皆
さ
ん
が
納
め
て

い
る
保
険
料
の
引
き
上
げ
や
︑
町
の
財
政

を
圧
迫
す
る
要
因
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
︒

　

症
状
が
出
て
か
ら
病
院
を
受
診
す
る
の

で
は
︑
身
体
的
・
経
済
的
︑
そ
し
て
社
会

的
に
も
大
き
な
リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す
︒

「
病
気
に
な
っ
て
か
ら
治
す
」

で
は
な
く
「
病
気
に
な
る

前
に
防
ぐ
」
時
代
で
す
！

９月11日（金）・12日（土）
基本健診は

無料で受けられます！

令和８年度
秋の総合健診

　

ご
自
身
と
ご
家
族
の
笑
顔
の
た
め
に
︑

そ
し
て
天
塩
町
の
未
来
の
た
め
に
︑
健
診

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
︖

※
ご
都
合
が
合
わ
な
い
場
合
︑
町
立
病
院

で
個
別
健
診
も
受
け
ら
れ
ま
す
︒

健 診
受 診 者

健 診
未 受 診 者

対 象 者 全 体 の 医
療 費 2 , 5 3 8 円 1 3 , 4 8 0 円

患 者 1 人 あ た り
の 医 療 費 1 0 , 5 5 2 円 5 6 , 0 4 6 円

疾 患 名 医 療 費 総 額
（ 目 安 ） 備 考

脳 梗 塞 1 5 0 万 円
～ 3 0 0 万 円

急 な 入 院 ・ 長 期
リ ハ ビ リ が 必 要

心 筋 梗 塞 1 2 0 万 円
～ 4 0 0 万 円

急 な 入 院 ・ 手 術
の 内 容 で 大 き く
変 動

人 工 透 析
4 0 万 円
～ 5 0 万 円
（ 月 額 ）

継 続 的 に 費 用 が
掛 か り 続 け る
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６
月
15
・
16
日
の
２
日
間
︑
天
塩
警

察
署
は
道
内
に
１
台
し
か
な
い
最
新
の

運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
用
し
た
運

転
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
︒
こ
の
運
転

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
運
転
席
を
再
現
し

た
椅
子
に
座
っ
て
モ
ニ
タ
ー
に
表
示
さ

れ
る
仮
想
道
路
を
走
行
し
︑
死
角
か
ら

飛
び
出
す
子
ど
も
や
バ
イ
ク
︑
見
通
し

の
悪
い
交
差
点
で
の
ヒ
ヤ
リ
と
す
る
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
体
験
で
き
ま

す
︒
天
塩
郵
便
局
で
開
催
し
た
15
日
は

20
名
が
参
加
︒
天
塩
警
察
署
で
開
催
し

た
翌
16
日
は
町
内
在
住
の
外
国
人
実
習

生
５
名
も
体
験
に
訪
れ
︑
危
険
を
予
測

し
な
が
ら
運
転
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

学
び
ま
し
た
︒

　

６
月
30
日
︑
天
塩
町
赤
十
字
奉
仕
団

の
草
刈
房
子
委
員
長
ら
が
町
立
病
院
を

訪
れ
︑
介
護
タ
オ
ル
約
４
７
０
０
枚
を

寄
贈
し
ま
し
た
︒

　

介
護
タ
オ
ル
は
︑
使
い
古
し
た
タ
オ

ル
や
不
要
に
な
っ
た
衣
服
と
い
っ
た
古

布
を
︑
団
員
ら
が
使
い
や
す
い
サ
イ
ズ

に
裁
断
し
た
も
の
で
︑
使
い
捨
て
の
タ

オ
ル
と
し
て
院
内
の
様
々
な
場
面
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
︒
同
奉
仕
団
は
長
年

に
わ
た
り
こ
の
活
動
を
続
け
て
お
り
︑

今
年
は
団
員
ら
が
集
め
た
古
タ
オ
ル
等

の
ほ
か
︑
天
塩
町
無
線
赤
十
字
奉
仕
団

︵
齋
藤
啓
司
委
員
長
︶
か
ら
提
供
さ
れ

た
ダ
ン
ボ
ー
ル
４
箱
分
の
タ
オ
ル
も
含

め
て
製
作
し
ま
し
た
︒

　

６
月
27
日
︑
鏡
沼
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
﹁Te to Te

＋
︵
テ
ト
テ
プ

ラ
ス
︶﹂
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
カ
ヤ
ッ

ク
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
あ
い

に
く
の
雨
模
様
と
な
り
︑
雨
脚
が
強

ま
っ
た
お
昼
の
時
間
帯
の
ツ
ア
ー
は
中

止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
︑
留
萌

や
稚
内
か
ら
集
ま
っ
た
11
名
が
体
験
︒

鮮
や
か
に
開
花
し
た
ス
イ
レ
ン
な
ど
を

間
近
に
楽
し
み
な
が
ら
約
１
時
間
か
け

て
沼
を
周
遊
し
︑
カ
フ
ェ
で
の
ラ
ン
チ

も
楽
し
み
ま
し
た
︒
初
め
て
カ
ヤ
ッ
ク

に
乗
っ
た
と
い
う
留
萌
市
の
女
性
は

﹁
漕
ぐ
こ
と
に
精
一
杯
だ
っ
た
け
れ
ど
︑

最
後
に
な
っ
て
コ
ツ
が
つ
か
め
た
︒
気

持
ち
よ
か
っ
た
で
す
﹂と
語
り
ま
し
た
︒

　
﹁
ひ
ま
わ
り
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

は
︑
平
成
23
年
に
京
都
府
内
で
発
生
し

た
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
当
時
４
歳

の
男
の
子
が
幼
稚
園
で
育
て
て
い
た
ひ

ま
わ
り
の
種
を
引
き
継
ぎ
︑
交
通
事
故

根
絶
の
願
い
を
込
め
て
全
国
各
地
で
花

を
咲
か
せ
る
と
い
う
運
動
で
︑
平
成
28

年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
︒

　

６
月
18
日
に
天
塩
高
校
の
全
校
生
徒

で
ひ
ま
わ
り
の
苗
の
植
え
付
け
が
行
わ

れ
︑
翌
19
日
に
は
こ
ど
も
園
き
り
ん
組

の
園
児
10
名
で
種
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
︒
秋
に
は
種
を
収
穫
し
︑
ま
た
来
年

度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
繋
い
で
い
き

ま
す
︒

運転シミュレーターを体験

鏡 沼 で カ ヤ ッ ク 体 験奉仕団が介護タオルを寄贈

交通安全の願い込め　ひまわりの絆
6月11日～7月8日

▲仲間に見守られながらシミュレーターを体験する外国人実習生

▲午後の部のツアー参加者ら▲タオルを寄贈した天塩町赤十字奉仕団の草刈委員長（左）

▲天塩高校での苗の植え付け作業の様子
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７
月
２
日
︑
町
運
動
公
園
で
﹁
第
１

回
天
塩
町
高
齢
者
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
﹂
が
開
催
さ
れ
︑
老
人
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
バ
ー
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
︒
晴

れ
渡
っ
た
空
と
夏
の
訪
れ
を
感
じ
る
日

差
し
の
下
︑
18
ホ
ー
ル
・
２
コ
ー
ス
を

プ
レ
ー
︒
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
不
慣
れ
な

参
加
者
に
は
経
験
者
が
助
言
し
な
が
ら

コ
ー
ス
を
廻
る
な
ど
︑
終
始
和
気
あ
い

あ
い
と
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
︒
第
２
回
は
９
月
に
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
︒

︽
結
果
︵
ス
コ
ア
︶︾
１
位
︓
古
庄
信
子

︵
55
︶︑
２
位
︓
加
藤
壽
幸
・
菅
井
愛
子

︵
56
︶︑
４
位
︓
白
田
ツ
ル
子
︵
59
︶︑

５
位
︓
伊
藤
千
尋
・
今
野
光
子
︵
63
︶

　

７
月
４
日
︑町
社
会
福
祉
会
館
で﹁
天

塩
町
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
設
立
30
周
年
記

念
防
火
防
災
フ
ェ
ア
﹂
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
︒天
塩
町
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は﹁
家

庭
で
火
気
を
使
用
す
る
機
会
が
多
い
女

性
に
︑
も
っ
と
火
災
予
防
の
知
識
を
﹂

と
︑
平
成
８
年
７
月
１
日
に
﹁
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
﹂
と
し
て
設
立
し
︑
消
火
訓

練
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
続
け

て
き
ま
し
た
︒
会
員
ら
は
参
加
し
た
町

民
ら
と
と
も
に
︑
災
害
時
に
避
難
所
で

使
用
さ
れ
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組

み
立
て
や
訓
練
用
の
人
形
を
使
っ
た
心

肺
蘇
生
法
を
体
験
し
︑
お
昼
に
は
非
常

食
を
試
食
し
な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
︒

　

留
萌
管
内
の
中
学
生
で
構
成
さ
れ
る

野
球
チ
ー
ム
﹁
羽
幌
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ミ

ド
ル
﹂
は
︑
７
月
28
日
よ
り
帯
広
市
で

開
催
さ
れ
る
﹁
令
和
８
年
度
北
海
道
中

学
校
体
育
大
会
・
第
77
回
北
海
道
中
学

校
軟
式
野
球
大
会
﹂
と
︑
８
月
22
日
よ

り
広
島
県
で
開
催
さ
れ
る
﹁
第
37
回
瀬

戸
内
少
年
軟
式
野
球
広
島
県
交
流
大

会
﹂
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
︑
７

月
１
日
に
吉
田
町
長
へ
出
場
報
告
を
行

い
ま
し
た
︒
天
塩
中
２
年
生
の
中
岡
憂

莉
さ
ん
は
﹁
中
体
連
で
は
留
萌
管
内
代

表
と
し
て
︑
広
島
の
大
会
で
は
北
海
道

代
表
と
し
て
︑
全
力
プ
レ
ー
で
優
勝
を

目
指
し
ま
す
﹂と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
︒

老人クラブが親睦 PG大会

女性防火クラブ 30 周年

羽幌フェニックスMが全道出場

▲プレーを楽しむ参加者（左）と 1 位の古庄さん（右）

▲心肺蘇生法や AED の使い方を学ぶ会員ら

▲出場報告に訪れた羽幌フェニックスミドルのメンバー



　

地
域
貢
献
企
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒
地
域

振
興
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

地
域
貢
献
企
業
　
　

地
域
貢
献
企
業
　
　

　
　
　

　
　
　 

　
の
ご
紹
介

の
ご
紹
介

︽
民
安
ダ
ム﹁
サ
ク
ラ
の
森
づ
く
り
﹂植
樹
会
︾

・
オ
ロ
ロ
ン
会
︑
株
式
会
社
堀
口
組
︑
菊
地

建
設
株
式
会
社
︑
株
式
会
社
瀬
越
組
︑
株
式

会
社
石
山
組
︑
有
限
会
社
横
溝
重
機
産
業

︽
小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
︾

・
鹿
児
島
建
設
株
式
会
社

▲ 6 月 12 日に行われた感謝状贈呈式
（株式会社石山組、有限会社横溝重機産業は欠席）▲ 6 月 12 日に行われた感謝状贈呈式

広
報
て
し
お
8
月
号
（
N
O
.829）

●
印

刷
　

天
塩

共
同

印
刷

株
式

会
社

●
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

https://w
w

w
.teshiotow

n.hokkaido.jp/

●
企

画
・

編
集

　
天

塩
町

企
画

商
工

課
広

報
情

報
係

（
〒

098-3398　
天

塩
町

新
栄

通
８

丁
目

　
☎

01632-2-1001）

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
︑
ご
了
承
願
い
ま
す
︒

（
山
手
裏
通
１
）

渡

邊　
み
な
み　
さ
ん

聖
人
さ
ん
・
千
璃
さ
ん
の
二
女

（
南
開
団
地
）

菅

原　

マ
サ
子　
さ
ん
（
88
歳
）

（
新
栄
通
５
）

佐

藤

テ

イ　
さ
ん
（
103
歳
）

（
泉
源
）

荒
屋
敷　

み

わ　
さ
ん
（
90
歳
）

該
当
な
し

--- 人　口 ----------------
２，５０２ 人  （－ ７）

（令和８年 6 月 30 日現在）

㊚１，２８５ 人 （－ ５）
㊛１，２１７ 人 （－ ２）

--- 世帯数 ----------------
１，４１９世帯（± ０）

8/31
・町道民税（3期）
・国民健康保険税（3期）

◀友だち登録は
　こちらから！

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

海
岸
通
11　
　

嶋

崎

コ

ウ　

さ
ん

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

︽
香
典
返
し
と
し
て
︾

南
開
団
地　
　

菅

原

秀

勝　

さ
ん

遠
別
町　
　
　

結

城　

ひ
ろ
子　

さ
ん

新
栄
通
５　
　

佐

藤

和

広　

さ
ん

泉
源　
　
　
　

荒
屋
敷　

貴

伸　

さ
ん

山
手
通
３　
　

瀧
ヶ
平　

和

　

さ
ん

■
恵
愛
荘
へ

南
開
団
地　
　

高

島

征

子　

さ
ん

鳥
取
県　
　
　

平

野

雄

一　

さ
ん

山
手
通
３　
　

瀧
ヶ
平　

山
手
通
３　
　

瀧
ヶ
平　

山
手
通
３　
　

瀧
ヶ
平　

和

広

貴

伸

和征

子　

さ
ん

雄

一　

さ
ん

♪
い
つ
も
﹁
広
報
て
し
お
﹂
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
広
報

担
当
の
菅
野
で
す
︒

♪
表
紙
は
牡
丹
園
に
咲
い
て
い
た
芍
薬

︵
シ
ャ
ク
ヤ
ク
︶
で
す
︒
光
を
浴
び
て
ふ
わ

り
と
花
弁
を
開
く
姿
が
美
し
い
で
す
ね
︒

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依

頼
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
︑
企
画
商
工
課

広
報
情
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒


